













た。これらの断片的な引用を19世紀に入り C. Müller が収集し，王朝毎に列挙する形態で












なお，本稿の年代表記は Cambridge Ancient History, 3 rded., vol. 1, part 2 - vol. 6, Cambridge 
1971－1994に準ずる。また，史料略号は，S. Hornblower and A. Spawforth（eds.）, The Oxford 
Classical Dictionary, 3 rded., revised, Oxford, 2003による。
2）　P. M. Fraser, Ptolemaic Alexandria, Oxford, 1972, p. 510.
3 ）　C. Müller, Fragmenta Historicorum Graecorum, ⅱ, 1848, pp. 512－616.
4 ）　W. G. Waddell. Manetho, Cambridge, MA., 1940; F. Jacoby, Die Fragmente der Griechischen 

































6 ）　A. H. Gardiner, Egypt of the Pharaohs, Oxford, 1961, p. ⅷ.（以下，Gardiner, Egypt of the 
Pharaohs と略す。）
7）　D. B. Redford, Pharaonic King-lists, Annals, and Day-books: a Contribution to the Study of 
the Egyptian Sense of History, Benben, 1986, pp. 336－337.（以下，Redford, Pharaonic King-
lists と略す。）



























後 1～ 2世紀のプルタルコスや，後述する 8世紀のシンケルスは，マネトンについてセベ
ンニュトス出身の人物であり，さらに太陽信仰の中心地であったヘリオポリスの高位神官で
あったと伝える17）。彼について最も知られる記述は，プルタルコスの『モラリア』における
12）　J. Dillery, Clio’s Other Sons, Berossus and Manetho, Michigan, 2015.
13）　I. S. Moyer, Egypt and the Limits of Hellenism, Cambridge, 2011.
14）　J. G. Griffiths, Plutarch’s de Iside et Osiride, Cambridge, 1970, pp. 79－80; D. B. Redford, The 
Name Manetho, in L. H. Lesko（ed.）, Egyptological Studies in Honor of Richard A. Parker: 
Presented on the Occasion of His 78th Birthday, December 10, 1983, Hanover, 1986, pp. 118－













































20）　Fraser, op. cit., p. 505.
21）　CIL Ⅷ 1007.
22）　FrGH, 609, T11c（Syncellus, p. 29, 8）. 
































24）　Waddell, op. cit., pp. ⅹⅳ－ⅹⅴ.
25）　Moyer, op. cit., p. 91, n. 26.
26）　Joseph, Ap., 1. 73.
27）　Plut., Mor., 354C; 371C; 376B; 380D.
28）　G. Hölbl, A History of the Ptolemaic Empire, London and New York, 2001, p. 27.
29）　B. Legras, Les experts égyptiens à la cour des Ptolémées, Revue historique, 4, 2002, pp. 975－977.
30）　周藤芳幸『ナイル世界のヘレニズム』名古屋大学出版会，2014年，116頁。











































































































35）　Waddell, op. cit., p. ⅶ. この点について，Gardinerも治世年数の長さや，引用者での差異によっ
て現存する『エジプト史』は不完全であると指摘する。Cf. Gardiner, Egypt of the Pharaohs, 
pp. 46－47.






























代目に配置する。Cf. Waddell, op. cit., Fr. 52, Fr. 53.
39）　「メムノンの巨像」について最も早期の記録はストラボンに確認できる（Strabo, 17, 1, 46）。
Cf. Moyer, op. cit., p. 93; Dillery, op. cit., p. 111.
40）　Syncellus, p. 99（Waddell, op. cit., Fr. 6）. なお，訳中の（　）内は筆者注。
41）　第31王朝を後世の加筆であるとする意見は以下 4名が挙げられる。Waddell, op. cit., p. 184, n. 
1; Gardiner, Egypt of the Pharaohs, p. 453; Dillery, op. cit., pp. 86－87; Moyer, op. cit., pp. 93－94, 
p. 139. 特にMoyer は，王朝時代のエジプトにおいて「30」という数字が，ひと月の日数である
こと，王の更新祭が開催される年数であることなどから，重要視されていたことを挙げ，『エジ
プト史』も第30王朝で締めくくられたと主張する。
42）　Verbrugghe & Wickersham, op. cit., p. 100. またManning は，『エジプト史』がプトレマイオ
ス朝直前（すなわち第31王朝）で終えられているため，そこに続くプトレマイオス朝の正当性
を打ち出していると指摘するが，彼は「第31王朝」が加筆である可能性について考慮していない。




























43）　Joseph, Ap., 1, 73.
44）　「文書 γραμμάρων」は Joseph, Ap., 1, 104－105，「聖なる文書 ἱερῶν γραμμάρων」は Joseph, Ap., 
1, 228，「古代の記録 ἀρχαίαις άναγραφαῖς」は Joseph, Ap., 1, 287に記載がある。
45）　生命の家の機能については A. H. Gardiner, The House of Life, The Journal of Egyptian 
Archaeology, vol. 24, 1938, pp. 159－160（以下，Gardiner, The House of Life と略す。）; 
R. B. Finnested, Temple of the Ptolemaic and Roman Periods, Temples of Ancient Egypt, 
Ithaca, 1997, p. 228.
46）　プトレマイオス 3世エウエルゲテス治世に建設が開始されたエドフのホルス神殿，プトレマ
イオス 2世フィラデルフォス治世フィラエのイシス神殿に「生命の家」があったと推測される。
Finnested, op. cit., p. 313, n. 139;  Gardiner, The House of life, p. 177.






















48）　J. H. Breasted, Ancient Record of Egypt, vol. 1, Urbana, 2001; T. A. H. Wilkinson, Royal 
Annals of Ancient Egypt: The Palermo Stone and its Associated Fragments, London, 2000.
49）　Breasted, op. cit., p. 52.
50）　『エジプト史』については，アフリカヌス版，エウセビオス・シンケルス版，エウセビオス・
アルメニア版全てに共通する記載である。Waddell, op. cit., Fr. 6－10. パレルモ・ストーンにつ
いては，Wilkinson, op. cit., p. 114（河馬の狩猟）, p. 117（アピス信仰）． 
51）　Dillery, op. cit., p. 177.
52）　Verbrugghe & Wickersham, op. cit., pp. 103－104.
53）　アモン大神殿の祝祭殿の壁にレリーフとして作成された。Cf. B. Porter and R. Moss, Topographical 
Bibliography of Ancient Egyptian Hieroglyphic Text, Reliefs and Paintings, vol. 2, 2nded., Oxford, 
1991, p. 112（342）. 欠落箇所が多く，明確な解釈が難しい資料である。第 1王朝初代メネス（前
3100年頃）から始まる王名がヒエログリフで記される。新王国時代第18王朝のトトメス 3世（前
1504～前1450年）の治世に成立した。他のレリーフの王名表とは異なり第二中間期の第13・第
14王朝の王名を含むことが確認されている。Cf. Redford, Pharaonic King-lists, pp. 29－34.
54）　アビュドスのセティ 1世葬祭殿南棟の壁に刻まれる王名表。Cf. Porter & Moss, op. cit., vol. 6, 
1991, p. 25（229－230）. メネスから第19王朝セティ 1世（前1318～前1304年）の76の王名がヒエ
ログリフで記されている。Redford, Pharaonic King-lists, pp. 18－20.
55）　アビュドスのラムセス 2世葬祭殿の壁に刻まれる王名表。Cf. Porter & Moss, op. cit., vol. 6, 
1991, p. 35（27）. メネスから第19王朝の78の王名がヒエログリフで記されている。これはセティ
1世王名表に息子ラムセス 2世（前1304～前1237年）自身のカルトゥーシュ 2つを付け足した
ものである。Redford, Pharaonic King-lists, pp. 20－21.







































Pharaonic King-lists, pp. 1－18; Verbrugghe & Wickersham, op. cit., pp. 105－106.
59）　トリノ王名表と『エジプト史』の類似点についてはWaddell, op. cit., p.ⅹⅻ ; Gardiner, Egypt 
of the Pharaohs, pp. 47－48; Verbrugghe & Wickersham, op. cit., pp. 105－6. が指摘する。
60）　ジェド・スウトとは，メンフィス周辺の地域を指すと考えられる。Cf. Redford, Pharaonic King-
lists, p. 13, p. 148.































62）　Redford, Pharaonic King-lists, p. 336.
63）　Verbrugghe & Wickersham, op. cit., p. 98.
64）　Hdt., 1; Thuc., 1, 1. Cf. 桜井万里子『ヘロドトスとトゥキュディデス―歴史学の始まり』山川
出版社，2006年，19－25頁。
65）　ヘロドトスは初代のミンから第26王朝のアマシスまでを扱う。Hdt., 2, 99－162.
66）　ミンについてはHdt., 2, 99，ケオプスについてはHdt., 2, 124－126.
67）　メネスについてはマネトンの第 1王朝（Waddell, op. cit., Fr. 6－7），スーフィスについてはマ





















































世界の人物とする記述（No. 1 ， 4 ～ 6 ， 9 ）である。No. 4 ～ 6 を見ると，特定の人物に

















71）　Redford, Pharaonic King-lists, p. 336.
72）　Verbrugghe & Wickersham, op. cit., p. 108. 
73）　W. S. Smith, The Old Kingdom in Egypt and the Beginning of the First Intermediate Period, 
The Cambridge Ancient History, 3rded., vol. 1, part 2, Cambridge, 1971, p. 145; プトレマイオス 2
世によってフィラエ島にイムホテップを祀る小神殿が建設された。Cf. Waddell, op. cit., p. 41, n. 4.
74）　Waddell, op. cit., p. 160, n. 2; Redford, Pharaonic King-lists, p. 310. VerbruggheとWickersham
はこの王をシェションク 4世（前793～前787年）と同定するが，王名や即位順，その業績から，
オソルコン 3世と同定する見解が一般的である。Verbrugghe & Wickersham, op. cit., p. 201.
75）　Redford, Pharaonic King-lists, p. 212, n. 38, p. 313; Moyer, op. cit., pp. 108－109, n. 86.















さらにDillery が指摘するように，No. 4 ，8 ，9 はプトレマイオス朝との関連が見られる。
ここに登場するヘラクレスはプトレマイオス朝の父方の祖先にあたるとされた神であり，さ





る81）。さらにDillery は No. 8 について，プトレマイオス朝の王朝祭祀プトレマイエイアとの
関連を指摘する82）。王朝祭祀プトレマイエイアは，島嶼同盟の「ニクリア布告」によって，
オリュンピア競技祭と同等の地位が認められた祭典である83）。すなわち，プトレマイオス朝
77）　Hdt., 1, 56; Pind. Ol., 9, ll. 43－53; Hes, Cat., FF2－7において，年代を特定する記述は確認でき
ない。









80）　Dillery, op. cit., p. 109.
81）　D. J. Thompson, Posidippus, Poet of the Ptolemies, The New Posidippus: A Hellenistic Poetry 
Book, Oxford, 2005, pp. 273－274.
82）　Dillery, op. cit., p. 105.
83）　Syll3. 390. プトレマイエイアの開催年については，『ニクリア布告』にプトレマイオス 2世の
妻アルシノエ 2世に関する記述が確認できないため，プトレマイオス 2世結婚（前274年）前で
あるとする前279/8年開催の意見（F. W. Walbank, Two Hellenistic Procession: A Matter of Self-
definition, Scripta Classica Israelica, 15, 1996, pp. 119－130; D. J. Tompson, Philadelpus’ 
































Administration and Society in the Hellenistic and Roman World, Leuven, 2000, pp. 365－388）
と，祭典に第一次シリア戦争（前274～前271年）の勝利を祝っている要素が確認できるため前
271/0年開催の意見（F. Dunand, Fête et propaganda a Alexandrie sous les Lagides, La Fête, 
pratique et discours: d’Alexandrie hellenistique a la Mission de Besançon, Paris, 1981, pp. 13－40
や波部雄一郎「プトレマイオス 2世による祭典行列の年代について─エジプトにおけるディオ
ニュソスの技芸人を中心に─」『関学西洋史論集』26，2003年，29－42頁）がある。
84）　デウカリオンの洪水については，Dillery, op. cit., p. 108; トロイアの陥落については，Ibid., pp. 











































































88）　Diod, Sic., 1, 10－98; Cf. Brill’s New Pauly ; Encyclopaedia of the Ancient World, vol. 6, 





　　　参照：Cambridge Ancient History 3 rded, vol. 1. part 2-vol. 6, Cambridge, 1971-1994.
時代区分 王朝区分 年代
初期王朝時代
第 1王朝 前3100－前2890年頃
第 2王朝 前2890－前2686年頃
古王国時代
第 3王朝 前2686－前2613年頃
第 4王朝 前2613－前2498年頃
第 5王朝 前2494－前2345年頃
第 6王朝 前2345－前2181年頃
第一中間期
第 7王朝 前2181－前2173年頃
第 8王朝 前2173－前2160年
第 9王朝 前2160－前2130年頃
第10王朝 前2130－前2040年頃
中王国時代
第11王朝 前2133－前1991年頃
第12王朝 前1991－前1786年
第二中間期
第13王朝 前1786－前1633年
第14王朝 前1786－前1603年頃
第15王朝 前1674－前1567年
第16王朝 前1684－前1567年頃
第17王朝 前1650－前1567年頃
新王国時代
第18王朝 前1567－前1320年
第19王朝 前1320－前1200年
第20王朝 前1200－前1085年
第三中間期
第21王朝 前1085－前945年
第22王朝 前945－前715年頃
第23王朝 前818－前715年頃
第24王朝 前727－前715年頃
第25王朝 前747－前656年頃
末期王朝時代
第26王朝 前664－前525年
第27王朝 前525－前404年頃
第28王朝 前404－前398年頃
第29王朝 前398－前379年頃
第30王朝 前379－前343年頃
第31王朝 前342－前332年
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